
 (  

 

 

 

 

 テレビやラジオでご活躍、昨年『須坂応援大使』に就任され
ました『ともちゃん』こと小林知美さんを講師に、園里郷土資
料館開館 7 周年の記念講演会が開催されました。旅行先(取材

先)の目的に「食」「景色」「人」「歴史文化」(方言等)を挙げ、
岩手県出身の知美さんは方言の魅力を伝えるお話で盛り上げ、
更に“笑いの体操”と 
“ヨガの呼吸法”を組 
合わせた「健康効果」 

がある『笑いヨガ』で、会場が一体となっ 
「ワハハッ、ワハハッ」 
 で大盛り上がり！ 

知美さんの明るいキャラに会場は魅了されました。また地元の「アンサン 

ブル ぺんぺん」の軽快な金管吹奏の演奏でも盛り上がりました。 

今回で 3 年目を迎える「太極舞」。二胡のゆったり
とした調べに、山崎講師の動作を真似るエクササイズ。 
ゆっくり動作のスクワット、バランス維持で筋力強化
も。前段で、中島保健師の血圧についての講話もあり。 

 
 

 
 

  

                快晴のもと、第 78 回 
        校庭運動会が開催され、

全校児童が赤白に分か

れ、かけっこ・表現・綱 
引き・玉入れ・全員リレーに全力プレー。 
高学年児童は裏方としても運動会を支 
えた。最後は恒例の豊丘音頭。児童から 

地域の方々も楽しんだ運動会でした。 
 

 

 

 

 

 

  

 

                         

 

 

          

 

【豊丘地域の人口】 

 合 計  １,７４８人（+5） 

） 

男 性  ８７９人

女 性  ８６９人 

 世  帯  ７８６戸（+4） 

令和６年 5 月１日現在（前月差異） 

隔離政策によって生き 
て来た元患者とその家族 
に対する偏見差別に苦し 
んだ「らい菌」感染によ 

るハンセン病について、
人権交流センター畠山館 
長による DVD の解説等 
を受講しました。恐ろし 

い伝染病と考えられ、法の下、強制的に療養所に収容さ

れてしまいました。1946 年に特効薬「プロミン」が
登場し治る病気となりましたが、「らい予防法」が成立
し隔離は継続。1996 年にようやく同法は廃止されま
したが、今も差別を恐れての生活が続いているとの事。 

 
 



 

  

  

    社会の授業で「学 
校の周りの施設につ 
いて：公民館はどん 

な所で、どんな仕事 
をしているの？」質 
問を受けました。「つ 
どう・学ぶ・むすぶ」 
を理念に、学習・地域 

支援などの他、様々
な事をしています。具体例を挙げて説明しました。 

 

                3～6 年生の「さぐ
る」チームは、総合の
時間に豊丘の歴史を調

べたいということで、
郷土資料館の小林道男
さんのガイドで資料館
を見学しました。児童
らはタブレットでメモ

を取ったり写真を撮っ 
たりし、豊丘の歴史を垣間見ることができました。 

 
 

 

 今年度も豊丘ダム

周辺と親水公園の環
境整備を受託し、6
日は役員により折れ
た枝等の伐採・網な

どに絡まった「ツル」
の除去作業を行いま
した。今年度も 6・
7・9月の全体作業と
支部による作業(毎

月)が行われます。         
 
 

 

 

    当公民館の事業・
運営に対し、ご意見
等をご提言していた
だく、第１回運営委

員会を開催いたしま
した。豊小梅本校長
先生を始め、三町の 

区長・分館長、三町育成会長、地域づくり推進委事務局
長、三町保健補導員会長、地区生涯学習推進員代表の計

13 名に、１年任期(4 月 1 日～3 月 1 日)で委嘱させて
いただきました。よろしくお願いいたします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 お申込み・お問い合わせ】：豊丘地域公民館 ☎０２６－２４５－９７６８  


